
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アコヤ 

26 ｘ 140 mm： 無垢材 

 
 
 

材質の違いによるデッキの表面温度について 
 

５種類の材料で、それぞれ約 60cm 角のデッキパネルを作製し、日中約５時間、屋外に放置し、素材の違いによるデッキの

表面温度の違いを、サーモグラフィーを使用して測定しました。温度分布画像では、青・緑・黄・赤・紫の順で、温度が高い

ことを示しています。（画像右のカーラー温度スケール参照ください） 

 
実施場所  広島県立総合技術研究所       暴露時間 約 5 時間（午前９時～午後２時） 

東部工業技術センター内 中庭     測定時刻 午後２時すぎ  

実施日時  2012 年 8 月８日          最高気温 32.5℃（晴天） 

サーモウッド 

26 ｘ 140 mm： 無垢材 

 
 
 

合成木材  A 社 

30 ｘ 120 mm： 中空タイプ 

 

合成木材  B 社 

25 ｘ 145 mm： 中空タイプ 
 

合成木材  C 社 

34 ｘ 149 mm： 中空タイプ 
 

アコヤを使用したデッキパネルは、

温度分布画像では、全体的に青色で

表され、表面温度は、摂氏４５～４

６度程度。 アコヤのデッキパネル

は、地面より温度が低く保たれてい

ることが判ります。 

 

サーモウッドのデッキパネルは、ほ

ぼ地面と同じ温度になっています。 

 

測定に使用した３種類の合成木材

は、いずれも地面より、かなり高い

温度に上昇しています。Ａ社および

Ｃ社製の場合、おおむね摂氏５３～

５５度、B 社の合成木材の場合、摂

氏５６～５８度と、非常に高温にな

っていることが判ります。 

 


